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 調査結果のポイント 

＜県内消費者の今年を表す漢字一文字＞ 

１位は「耐」。新型コロナウイルスによる自粛や制限下の生活が影響 

・ 2021年を表す漢字一文字は、１位「耐」、２位「忍」、３位「苦」、４位「静」、５位「変」。 

＜今年印象の強かった出来事＞ 

・ １位「新型コロナのワクチン接種開始」、２位「東京オリンピック・パラリンピック」、３位「大谷翔平ア

メリカン・リーグで MVP獲得」。 

＜世の中の景気の見方＞ 

・ 22年の景気は、「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた４割が改善するとの見通し。 

＜自身の生活（家計）の見方＞ 

・ 22年の生活（家計）は、「悪化」の見方が「改善」を上回った。 

＜耐久消費財の購入意向＞ 

・ 22年に購入したい耐久消費財は、「スマートフォン」、「パソコン」、「4K・8Kテレビ」が上位。 

＜余暇の過ごし方＞ 

・ 22年の余暇を主にどのよう過ごしたいかは、「県外旅行」、「県内旅行」、「温浴施設」が上位。 

＜商品・サービスの購入（利用）経験・意向＞ 

・ 22年は 21年に比べ、「電気自動車（EV）」や「ふるさと納税」の購入（利用）意向が高まる。 

＜意識している取り組み＞ 

・ 22年は 21年に比べ、「趣味・遊びの充実」や「友人・恋人との交流」への意識が高まる。 

＜新型コロナをきっかけに進むと思う変化＞ 

・ 「キャッシュレス化」、「インターネットショッピングの利用」、「マスク着用の定着」などが上位。 

＜新型コロナの影響で我慢・見送った消費＞ 

・ 「国内旅行」や「大人数での宴会やパーティー」、「少人数の外食」、「日帰り旅行」が上位。 

・ 22年に改めて消費したいとする回答割合は、「国内旅行」が最も多く、次いで「少人数の会食」、「日帰り

旅行」などとなった。 

～ 調査から見る 21年の振り返りと 22年の展望 ～ 

・ 21 年の消費者の行動は、20 年と同様に新型コロナの感染状況に左右された。このことが、マイナスイメ

ージを持った漢字（「耐」「忍」「苦」など）が多く挙げられたことや、余暇の過ごし方の上位が家庭内で

できる「スマホいじり」や「庭いじり・園芸・家庭菜園」、「読書」だったことに表れている。 

・ 22年の消費は、感染の再拡大がなければ、余暇の過ごし方や 22年に改めて消費したいことで上位となっ

た旅行や外食などを中心に持ち直すとみられる。 

 

 

 
 
本調査は、来年の消費動向を見通す参考として、景況感や消費意識に関わるテーマについて、県内世

帯を対象に実施した。 
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【調査の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四捨五入の関係で、合計が 100％にならない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「消費動向調査」アンケート実施概要 
 
調査時期： 2021年 11月下旬～12月上旬 
 
調査対象： ブルーカード会員のうち、 

長野県内在住の消費者 2,638世帯 
 
回答属性： 性別 男性 43.3 ％ 女性 56.7 ％ 

  
年代 

20代以下 2.7 ％ 
30代 10.4 ％ 
40代 25.1 ％ 
50代 32.2 ％ 
60代 20.5 ％ 
70代以上 9.0 ％ 

           居住地 
北信 60.4 ％ 
東信 6.0 ％ 
中信 18.0 ％ 
南信 15.7 ％ 

 
調査方法： インターネット調査 
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＜県内消費者の今年を表す漢字一文字＞ 

◆ 21年を表す漢字：１位は２年連続で「耐」 

・ 21年を表す漢字一文字は、「耐」が前年と同様最も多かった。次いで「忍」「苦」「静」「変」などと

なった（図表１）。 

・ 「耐」と「忍」はいずれも前年と同順位となったほか、回答割合も前年に比べ増加している。新型

コロナウイルス（以下、新型コロナという）の感染拡大からおよそ２年が経過し、外出自粛などの

制限に耐え忍んでいることがうかがえる。 

・ 20位には、新型コロナの影響で１年延期して開催された東京オリンピック・パラリンピックに関連

する「金」や「輪」がランクインした。 

 

 

図表１ 今年を表す漢字一文字（上位 20字） 

 

21年 20年 21年（n=2,638） 20年（n=2,861）

1→ 1 耐 11.07 9.89

2→ 2 忍 10.08 9.40

3↑ 5 苦 5.95 4.58

4↑ 11 静 3.45 1.75

5↑ 6 変 3.15 3.53

6↓ 3 禍 2.88 7.24

7↓ 4 病 2.73 5.52

8↑ 9 家 2.08 2.31

9↑ - 忙 1.40 0.77

10↑ 17 疲 1.06 0.94

11↑ 16 無 1.02 1.12

12↑ 14 難 0.99 1.40

13↑ 17 幸 0.83 0.94

13↑ - 悲 0.83 0.70

13↑ - 平 0.83 0.31

13↑ - 迷 0.83 0.42

17↑ 20 暗 0.80 0.87

17↑ - 減 0.80 0.59

17↑ 20 新 0.80 0.87

20↓ 12 悪 0.76 1.68

20↑ - 金 0.76 0.14

20↑ - 悩 0.76 0.31

20↑ - 輪 0.76 -

順位
漢字

回答割合（％）

 

 

 

（注）矢印は 20年と比べた順位の変化を表す 

「-」は、20年において、順位では 21位以下、回答割合では回答なしを表す 
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＜今年印象の強かった出来事＞ 

◆ 21年で印象の強かった出来事：１位は「新型コロナのワクチン接種開始」 

・ 21 年で印象の強かった出来事は、１位が「新型コロナのワクチン接種開始」で回答割合は 84.8％

だった。次いで「東京オリンピック・パラリンピック」（70.4％）、「大谷翔平アメリカン・リーグ

で MVP獲得」（52.8）などとなった（図表２）。 

・ 新型コロナ関連以外では、スポーツや結婚に関する出来事の印象が強くなった。 

 

 

 

 

図表２ 全国で印象の強かった 2021年の出来事（上位 15項目） 

（％）

順位 出来事
回答割合
(n=2,638)

1 新型コロナのワクチン接種開始 84.8

2 東京オリンピック・パラリンピック 70.4

3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 52.8

4 眞子様ご結婚 36.2

5 首都圏を中心とした緊急事態宣言 23.1

6 岸田首相誕生 22.2

7 星野源・新垣結衣結婚 19.6

8 松山英樹全英オープンゴルフ優勝 14.2

9 衆議院解散総選挙 11.5

10 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 9.5

11 日経平均株価が30年半ぶりに３万円台を回復 8.8

12 円相場が４年８カ月ぶりに１ドル=115円の円安ドル高水準に 8.0

13 みずほFGで相次ぐシステム障害 7.5

14 白鵬引退 5.7

15 大坂なおみ全豪オープンテニス優勝 4.4

 

 

 

 

 

 

（注）５つまでの複数回答 
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＜参考＞年代別にみた、全国で印象の強かった 2021年の出来事（上位 10項目） 

20代以下 50代

順位 出来事 回答割合 順位 出来事 回答割合

1 新型コロナのワクチン接種開始 84.7 1 新型コロナのワクチン接種開始 84.2

2 東京オリンピック・パラリンピック 70.8 2 東京オリンピック・パラリンピック 71.8

3 星野源・新垣結衣結婚 33.3 3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 55.4

3 眞子様ご結婚 33.3 4 眞子様ご結婚 35.1

3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 33.3 5 首都圏を中心とした緊急事態宣言 23.9

6 岸田首相誕生 25.0 6 岸田首相誕生 22.2

7 首都圏を中心とした緊急事態宣言 9.7 7 星野源・新垣結衣結婚 19.2

7 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 9.7 8 松山英樹全英オープンゴルフ優勝 15.5

7 みずほFGで相次ぐシステム障害 9.7 9 衆議院解散総選挙 9.6

10 円相場が４年８カ月ぶりに１ドル=115円の円安ドル高水準に 6.9 10 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 8.4

30代 60代

順位 出来事 回答割合 順位 出来事 回答割合

1 新型コロナのワクチン接種開始 81.5 1 新型コロナのワクチン接種開始 86.7

2 東京オリンピック・パラリンピック 69.8 2 東京オリンピック・パラリンピック 72.3

3 眞子様ご結婚 42.9 3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 63.8

4 星野源・新垣結衣結婚 42.2 4 眞子様ご結婚 32.9

4 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 42.2 5 首都圏を中心とした緊急事態宣言 26.2

6 岸田首相誕生 22.2 6 松山英樹全英オープンゴルフ優勝 22.0

7 首都圏を中心とした緊急事態宣言 16.7 7 岸田首相誕生 21.6

8 衆議院解散総選挙 9.8 8 衆議院解散総選挙 15.2

9 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 8.0 9 日経平均株価が30年半ぶりに３万円台を回復 12.4

10 日経平均株価が30年半ぶりに３万円台を回復 6.5 10 円相場が４年８カ月ぶりに１ドル=115円の円安ドル高水準に 11.3

10 みずほFGで相次ぐシステム障害 6.5

40代 70代以上

順位 出来事 回答割合 順位 出来事 回答割合

1 新型コロナのワクチン接種開始 83.3 1 新型コロナのワクチン接種開始 90.3

2 東京オリンピック・パラリンピック 69.4 2 東京オリンピック・パラリンピック 64.6

3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 44.5 3 大谷翔平アメリカン・リーグでMVP獲得 59.5

4 眞子様ご結婚 42.8 4 首都圏を中心とした緊急事態宣言 38.8

5 星野源・新垣結衣結婚 25.2 5 岸田首相誕生 26.2

6 岸田首相誕生 20.8 6 衆議院解散総選挙 23.2

7 首都圏を中心とした緊急事態宣言 18.1 7 眞子様ご結婚 22.8

8 松山英樹全英オープンゴルフ優勝 9.2 8 松山英樹全英オープンゴルフ優勝 19.4

9 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 8.9 9 円相場が４年８カ月ぶりに１ドル=115円の円安ドル高水準に 19.0

10 衆議院解散総選挙 8.1 10 ９月30日を期限に緊急事態宣言等が全国一斉解除 15.2

10 日経平均株価が30年半ぶりに３万円台を回復 15.2
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＜世の中の景気の見方＞ 

◆ 22年の世の中の景気：４割が「改善」するとの見通し 

・ 21年の「世の中の景気」については、「悪かった」が 35.3％、「やや悪かった」が 40.1％となり、８

割近くが景気を「悪い」と回答した（図表４）。新型コロナの感染拡大による度重なる緊急事態宣

言の発令などが影響したとみられる。 

・ 22年の見通しは、「良くなる」が 3.3％、「やや良くなる」が 36.7％と、合わせて４割が「改善」

を見込んでいる。この背景には、ワクチン接種が進んだことや、９月末の緊急事態宣言解除以降

の新規感染者数が落ち着いていることなどが考えられる。 

 

 

図表４ 世の中の景気の見方 

0.5

3.3

3.4

36.7

20.7

38.9

40.1

12.8

35.3

8.3

2021年の見方

2022年の見通し

良かった（良くなる） やや良かった（やや良くなる） どちらともいえない

やや悪かった（やや悪くなる） 悪かった（悪くなる）

（％）

（n=2,638）
 

 

 

（参考資料）2020年調査結果 

0.2

1.8

0.9

16.9

12.5

33.2

30.3

23.9

56.1

24.1

2020年の見方

2021年の見通し

良かった（良くなる） やや良かった（やや良くなる）

どちらともいえない（変わらない） やや悪かった（やや悪くなる）

悪かった（悪くなる）

（n=2,861）

（％）
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＜自身の生活（家計）の見方＞ 

◆ 22年の自身の生活（家計）：「悪化」が「改善」を上回る 

・ 21年の「自身の生活（家計）」は、「悪かった」が 15.8％、「やや悪かった」が 25.9％となり、「悪

い」と感じた割合が４割となった（図表５）。 

・ 22年の見通しは、「良くなる」が 1.4％、「やや良くなる」が 10.3％となる一方、「悪くなる」が

8.7％、「やや悪くなる」が 21.8％となり、「悪化」の見方が「改善」を上回っている。 

 

図表５ 自身の生活（家計）の見方 

1.2

1.4

5.8

10.3

51.3

57.8

25.9

21.8

15.8

8.7

2021年の見方

2022年の見通し

良かった（良くなる） やや良かった（やや良くなる） どちらともいえない

やや悪かった（やや悪くなる） 悪かった（悪くなる）

（％）

（n=2,638）
 

 

 

（参考資料）2020年調査結果 

1.2

1.0

5.6

6.4

48.4

52.2

28.2

27.3

16.5

13.0

2020年の見方

2021年の見通し

良かった（良くなる） やや良かった（やや良くなる）

どちらともいえない（変わらない） やや悪かった（やや悪くなる）

悪かった（悪くなる）

（n=2,861）

（％）
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＜耐久消費財の購入意向＞ 

◆ 22年に購入したい耐久消費財：「スマートフォン」、「パソコン」、「4K・8Kテレビ」が上位 

・ 21年に購入した耐久消費財は、「スマートフォン」が 20.2％と最も多く、「自動車」（9.1％）、「掃

除機」（8.3％）、「調理家電」（7.6％）などが続いた（図表６）。 

・ 22 年に購入したい耐久消費財は、「スマートフォン」が 12.8％と 21 年と同様に最も多く、次い

で「パソコン」（10.8％）、「4K・8Kテレビ」（9.8％）、「自動車」（9.4％）などとなった。 

・ 21年に比べ、回答割合が最も大きく増加した 22年に購入したい耐久消費財は、「4K・8Kテレビ」

（＋4.7ポイント）で、次いで「パソコン」（＋3.5ポイント）となった。 

 

 

 

図表６ 「21年に購入した耐久消費財」と「22年に購入したい耐久消費財」 

20.2

9.1

8.3

7.6

7.3

6.7

6.1

6.0

5.8

5.1

5.1

4.1

2.7

1.5

4.5

12.8

9.4

7.6

5.3

10.8

4.8

7.7

7.2

9.1

9.8

5.1

4.6

4.7

2.1

2.2

0 5 10 15 20 25

スマートフォン

自動車

掃除機

調理家電

パソコン

ルームエアコン

洗濯機

炊飯器

冷蔵庫

4K・8Kテレビ

家具（ベッド、ソファーなど）

タブレット端末

ブルーレイレコーダー

食器洗い乾燥機

その他

21年に購入した

22年に購入したい

（％）

（n=2,638）
複数回答のため
合計は100％にならない
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＜余暇の過ごし方＞ 

◆ 22年の余暇の過ごし方：「県外旅行」、「県内旅行」、「温浴施設」が上位 

・ 21年の余暇の主な過ごし方は、「スマホいじり」が 37.3％と最も多く、次いで「庭いじり・園芸・

家庭菜園」（26.5％）、「読書」（22.1％）など、家庭内での過ごし方が上位となった（図表７）。 

・ 22年の余暇を主にどのよう過ごしたいかは、「県外旅行」が 46.2％と最も多く、次いで「県内旅

行」（40.5％）、「温浴施設」（32.5％）など、外出に関する過ごし方が上位となった。 

・ 21年は新型コロナの感染拡大による度重なる緊急事態宣言などの影響で、家庭内で余暇を過ごす

ことが多かったとみられる。それに対し 22年は、21年に比べ「県外旅行」が 39.8ポイント、「県

内旅行」が 23.8ポイントそれぞれ回答割合が増加しており、旅行への意欲が高まっている。 

 

 

 

図表７ 余暇の主な過ごし方 

37.3

26.5

22.1

21.5

20.0

18.1

16.7

16.5

16.3

15.8

9.2

7.4

6.4

4.9

4.8

4.1

3.8

3.4

3.3

9.2

15.2

25.1

20.1

28.3

11.8

11.1

40.5

23.6

32.5

12.7

17.3

10.7

46.2

9.9

8.5

14.7

2.7

13.1

10.0

6.0

0 10 20 30 40 50

スマホいじり（SNS、ゲームなど）

庭いじり・園芸・家庭菜園

読書

ドライブ

動画配信サービスの視聴

（Amazonプライムビデオ、Netflixなど）

DVD・BDの鑑賞

県内旅行

スポーツ・運動

温浴施設

音楽鑑賞

映画館

DIY・日曜大工

県外旅行

登山・トレッキング

資格取得などの勉強

動物園・水族館・博物館など

テレビゲーム

ライブ・コンサートなど

キャンプ・バーベキュー

その他

21年の過ごし方

22年の過ごし方

（％）

（n=2,638）
複数回答のため

合計は100％にならない
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＜商品・サービスの購入（利用）経験・意向＞ 

◆ 22年は「電気自動車（EV）」や「ふるさと納税」の購入（利用）意向が高まる 

・ 近年話題を集める商品やサービスで、21年に購入（利用）したものは、「スマートフォン決済」

が 39.8％と最も多く、次いで「飲食店のテイクアウト」（34.7％）、「マイナポイント」（21.8％）、

「web会議サービス（Zoomなど）」（17.9％）などとなった（図表８）。 

・ 22年に購入（利用）したい商品やサービスは、「スマートフォン決済」が 21.8％と最も多く、次

いで「飲食店のテイクアウト」と「ふるさと納税」がいずれも 19.3％、「携帯新料金プラン」（17.6％）

などとなった。 

・ 21年に比べ 22年の購入（利用）意向が特に高い商品やサービスは、「電気自動車」や「ふるさと

納税」で、その回答割合の増加幅は、それぞれ 10.2ポイントと 9.2ポイントだった。 

 

 

図表８ 近年注目される商品やサービス 

39.8

34.7

21.8

17.9

13.8

12.5

12.2

10.1

8.0

7.0

6.6

6.1

5.4

4.5

2.9

2.4

2.3

1.2

0.4

21.8

19.3

14.4

5.0

17.6

9.9

14.7

19.3

3.1

4.9

5.2

7.2

3.6

4.7

8.3

3.4

12.5

2.4

0.4

0 10 20 30 40 50

スマートフォン決済

飲食店のテイクアウト

マイナポイント

web会議サービス（Zoomなど）

携帯新料金プラン

フリマアプリ（メルカリなど）

5Gスマホ

ふるさと納税

お洒落マスク

有料動画サービス

オンラインイベント

大豆ミート

ニンテンドースイッチ

サブスクリプション（定額サービス）

キャンプ・グランピング

クラウドファンディング

電気自動車

ウェアラブル端末

その他

21年に購入（利用）した

22年に購入（利用）したい

（％）

（n=2,638）
複数回答のため

合計は100％にならない
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＜意識している取り組み＞ 

◆ 22年は「趣味・遊びの充実」や「友人・恋人との交流」への意識が高まる 

・ 21年に意識して取り組んだことは、「健康増進」が 39.8％と最も多く、次いで「貯蓄・節約」（27.2％）、

「家族との交流」（24.0％）などとなった（図表９）。20年調査と同様の結果となり、健康や貯蓄に

対する意識が高かった。 

・ 22年に意識して取り組みたいことは、「健康増進」が 52.2％と最も多く、次いで「貯蓄・節約」（36.8％）、

「趣味・遊びの充実」（32.1％）などが上位となった。 

・ 21年に比べ 22年の回答割合が特に高い取り組みでは、「趣味・遊びの充実」や「友人・恋人との交

流」で、増加幅はそれぞれ 16.3ポイントと 12.7ポイントだった。 

 

 

図表９ 意識して取り組みたいこと 

41.0

30.8

23.1

21.7

20.9

18.6

17.7

14.0

13.5
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8.9

5.8
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6.1
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4.9
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36.8

25.9

29.8

18.3

21.3

10.4

32.1

25.7

11.1

13.5

13.8

18.9

10.5

7.5

2.4

0 10 20 30 40 50 60

健康増進

貯蓄・節約

家族との交流

運動・体操・筋トレ

仕事

睡眠・休息の充実

家事

趣味・遊びの充実

ダイエット

読書

食事・飲酒の充実

資産運用・投資

友人・恋人との交流

勉強・資格取得

ファッション・身だしなみ

その他

20年に意識した

20年調査（n=2,861）

21年に意識した

21年調査（n=2,638)

22年に意識したい

21年調査（n=2,638)

（％）

複数回答のため

合計は100％にならない
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＜新型コロナをきっかけに進むと思う変化＞ 

◆ 新型コロナをきっかけに進むと思う変化は、「キャッシュレス化」が最多 

・ 新型コロナをきっかけに進むと思う変化では、「キャッシュレス化」が 60.0％と最も多く、「インタ

ーネットショッピングの利用」（55.6％）、「マスク着用の定着」（55.0％）、「飲み会の減少」（48.0％）

などが続いた（図表 10）。 

・ 20 年調査に比べ回答割合が増加した項目は少なく、「環境意識の高まり」や「自動化・省人化」な

どとなった。逆に大きく減少した項目は、「外食の減少」や「在宅勤務・テレワーク」などで、減

少幅はそれぞれ△11.6ポイント、△11.2ポイントだった。 

 

図表 10 新型コロナをきっかけに進むと思う変化 

60.0
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39.6
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0.8
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44.0

53.3

48.3
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24.3

28.5
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9.4

0.7
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キャッシュレス化

インターネットショッピングの利用

マスク着用の定着

飲み会の減少

オンライン会議

在宅勤務やテレワーク

大人数イベントの減少・縮小

健康意識の高まり

外食の減少

在宅時間の増加

自動化・省人化
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節約意識の高まり

環境意識の高まり

政治や政策への関心の高まり

その他

21年調査

（n=2,638）

20年調査

（n=2,861）

（％）

複数回答のため
合計は100％にならない

 

 

 

 



12 

 

 

 

＜新型コロナの影響で我慢・見送った消費＞ 

◆ ６割が新型コロナの影響で国内旅行を我慢・見送り 

・ 新型コロナの影響で 21年に我慢・見送った消費は、「国内旅行」が 62.6％と最も多く、次いで「大

人数での宴会やパーティー」（41.7％）、「少人数の外食」（36.8％）、「日帰り旅行」（33.3％）など

となった（図表 11）。 

・ 改めて 22年に消費したいとする回答割合は、「国内旅行」が 52.7％と最も多く、次いで「少人数の

会食」（24.5％）、「日帰り旅行」（23.3％）などとなった。 

 

 

図表 11 21年に我慢・見送った消費と改めて 22年に消費したいこと 
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0.5
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少人数の外食
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21年に我慢・見送った消費

（n=2,638）

22年に消費したい

（21年に特にないと回答した者を除く）

（n=2,286）

（％）

複数回答のため
合計は100％にならない

 

以上 


